











































































































































要するに、一言南画の衰微といっても、東京・京都に代表される大都会と地方の状況との間に、明らかな温度差が認められ、南画復興の伏線が張られて たのである。それは に入ってから、明治期日本絵画 対する反省・後期印象派や表現主義と南画との類似・清朝滅亡 ともなった大量の中国絵画名品の流入などが相俟って、細々とつづいていた底流が大きな流れ なって表に湧き出 き　
その象徴的な一事件は、大正六年（１９１７）七月号の『中央美術』に「南画研究」特集号が組まれて、 「新南画」
（10）







第一の南画正派は所謂南宗の正嫡なれど其の大多数はオルソドックスにして粉本主義に流れ、南宗第一義の似而不似てふ根本義に通暁せざる者。地方漫遊の南画家者流に、殊に此の類の徒輩多し。 （中略）第二の水墨写生派とは、主として日本又は支那の風景を描写する者にして、水墨の渇筆湿筆を以て写生を能事とする者、現代の白龍にして、中には白龍程 筆墨 き者多し。 （中略）第三は帝展院展に見ゆる新人にして他派より出でゝ南宗に入り、筆墨の妙諦を体得して、一家を玉成せる者 芋銭、墨仙、玉水、林響、咄哉、秀麟の如き者を云ふ。 （中略）第四は洋画家の南画にして未醒、恒友 青楓より近来は有象無象筆墨を理解せずして漫塗悪抹西施の矉に傚ふ者多
内藤湖南の南画（文人画）論への一考察（11）

























































さらに、南画特有の詩書画三位一体について 「画はこれを無声の詩と云ふ」 、 「書 本来同じ」など、古人の言葉を引用してその価値を説いてから、美学的見地より題賛の効用の解明を試みる。
文人画は、元来文人の余業と見做さるべきものなるが故に、その心想裡の文にして一幅の画と成る時は、その声すべき所のもの、発して一首の詩と成ること多く これを画上に題賛するを常 す。乃ち賛と は、聯りて一文なり。賛とは助くるの義にして、讃むるの義に非ず。更にこれを美学的に説かむか。作者が制作の初め凝想に由りて、内芸術品のその心中に胚胎するや。造形芸術 雖 そ 観相図の空間 排列せらるゝも 、多少時間に渉りて変化し、且その周囲 事情 も想ひ到るもの に、絵画の現はす所は、全く時間 撥無したる刹那の空間相の而も輪郭ある一定面に限らるゝを以て、その時の前後と処の左右とに渉 因果 関係は、毫もこれを現はす 由
内藤湖南の南画（文人画）論への一考察（15）




































「不滅の名著」 というのは言うまでもなく、 『支那絵画史』 のことである。 「自らの手になる豊富な実物の鑑定」 については、曽布川寛が同書のちくま学芸文庫版のために書いた「解説」に詳しい。





























































論じた もかかわらず、依然として南画（文人画）には触れていない。右の湖南からの引用は同じく大正十年の十一月に行った講演の内容なので おそらく同訳書をすでに読み、その内容を踏まえて 発言と考えられよう。　
それから、湖南は南画に対する西洋の無理解の原因を究明し、あわせて明治時代を反省する。



























最後に、 南画と風景の関係に対する湖南の考えを見て、 『燕山楚水』 時代からの変化の軌跡を確認したい。 『支那絵画史』





















































上」 、 （ 『山梨県立美術館研究紀要』第
1（号、２００３年６月） 、七頁。
平林は同論文の中で、










がその直接のテキストになった」だけでなく、湖南は実際、 『国華』の編集の手伝いもさせられたという。そうであれば、フェノロサ・岡倉天心一派の影響を間接的に受けたと考えられよう。青江舜二郎『竜の星座―内藤湖南のアジア的生涯』 、 （朝日新聞社、１９６７年
11月） 、一四四、 三二六頁参照。
（
13）昭和二年七月十三日『大阪毎日新聞』 、 『日本風景観』 。
（

















































34） 『内藤湖南』中公新書、 （中央公論社、１９７２年２月） 、一四〇～一四一頁。
（








39） 『支那絵画史』 、 『内藤湖南全集』第十三巻、 （筑摩書房、 １９７３年


























49） 「日本風景観」 、 『日本文化史研究』 、 内藤湖南全集』第 巻 （筑摩書房、 １９６ 年４月） 、 二五七～二五八頁。 「日本風景観」
は『日本文化史研究』の初版（弘文堂、１９２４年９月）に収められず、 『増訂日本文化史研究』 （弘文堂、１９３０年
11月）
に収められている。
（
50）同書、二五八頁。
（
51）同書、二六〇頁。
